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 利用形態は、SX-1、SX-2N は前回紹介した ACOS システムのバックエンドプロセッサと
してバッチ処理でサービスを行いました。SX-3R からは オペレーティングシステム(OS)
が UNIX となり、利用者の方は会話処理で直接スパコンを利用することができるようにな
りました。展示品 1 は SX-7、 SX-4 筐体の一部分（ふ線筐体）で CPU とメモリが組み込
まれているところです。ここでは、スパコン筐体内での CPU、メモリ、各種のケーブルが
実装されていた状態を見ることが出来ます。ミニモックアップは 1 台（1 ノード）の全景を
現しています。SX-7 は 7 ノード導入され、1 ノードは 32 個の CPU と 256GB のメモリで
構成されていました。 
 
機種 演算性能 GFLOPS メモリ容量 GB
SX-1   1986-1988年 0.6  0.1 
SX-2N  1989-1993年 1.1  0.3 
SX-3R  1994-1997年 25.6  4.0 
SX-4   1998-2002年 256.0  32.0 
SX-7   2003-2007年 2119.0  1920.0 
  表 1 スーパーコンピュータの変遷 
展示品 1 SX-7 筐体（左）、SX-4 筐体(中)、ミニモックアップ（右 2 枚） 
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  展示品２は各スパコンの 1CPU です。SX-2N、SX-3R、SX-4、SX-7 と大きさを比較し易
いよう並べてみました。SX-3R まではバイポーラテクノロジ、SX-4 からは CMOS テクノ
ロジが採用されました。１CPU の演算性能は、1.14GFLOS、6.4GFLOPS、２GFLOPS、
8.83GFLOPS です。 






















展示品２ 左から順に SX-2N、SX-3R、SX-4、SX-7 の１CPU 
展示品 3 SX-4、SX-7 のメモリカード
展示品 4 高速化推進活動報告 
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